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会計 1，625，874，000円を可決

大野市賦課徴収条例の一部を改正する条例(市民税を標準税率に引き下げ)な

ど35機案を可決・承~

第 131凶 3月定例会は、 3月10日招集きれ、会期を22日までの13日間と定めま

した。市長より 施政方針演説(内谷は市報に掲載i斉)ヵ、あリ、提出議案35件を原

案どおけ可決・承認L、たしました。また市民のかたがた より提出されました請願

陳情31件のうち、 24件は採択、7i牛を継続審査といたしま した。

また、 12月定例会で設置されました決算審盆特別委員会は、委員長報告どお リ

一部答告を発し 、昭和45年度大野市成人 ・歳出決算を認定しました。その他市政

に対する代表・一般質問が行なわれま した。おもな議案の内容は次のとおりです。

V昭和47年度大野市一般会計予算 精薄者施設収容委託 5，879千円

今回の当初予算は総額1625，874下円と 老人医療費扶助 18，200千円

なリました。このうち、市長の公約の中 小遊間地遊具設置 6，000千円

の 1つであ り、市民の念願でもありまし 私立保育所委託 50，563千円

た市民税iを標準税率に引き下げ、この措 衛生費 72，326千円

置により 14，000千円減税になリます。そ 水源調査委託料 6，260千円

の他、施政方針演説に含まれている重点 上水道建設基本計画調査委託料

目標が予算化されております。 2，450千円

(歳 入) 清掃自動車購入 1，500千円

市 税 544，598千円 労働費 6，269千円

地方議与税 13，000千円 農林業費 207，751千円

自動車取得税交付金 25，000千円 阪谷地区地籍ifilJ量 2，950千円

地方交付税 517，000千円 農免道路(富田) 24，789千円

交通安全対策特別交付金 1，000千円 森林組合出資金 1，500千円

分担金及負担金 23，894千円 林業構造改善事業補助

使用料及手数料 35，682千円 20，925千円

国庫支出金 196，150千円 商工費 67，377千円

県支出金 127，836千円 中小企業融資預託 48，000千円

財産収入 590千円 城まつり委託 1，100千円

寄付金 13，321千円 土木貴 246，070千円

諸収入 68，203千円 市道改良 20，400千円

(歳 出) 市道舗装 (16K) 60，650千円

議会費 30，427千円 航空写真測量委託 6，000千円

総務費 205，869千円 三番線改良工事 7，200千円

電話交換保守委託 1，660千円 環状線改良工事 2，500千円

マイクロパス購入 1，500千円

民生費 263，516千円 亀山公園整備 5，610千円

身体障害者施設収容委託 消防費 59，752千円

9，068千円 消防ポンプ自動車 3，000千円
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教育費 299，452千円

児童用机 ・いす 4，900千円

上庄小プール新設工事 7，500千円

陽明中建設工事 70，500千円

V昭和47年度大野市特別会計国民健康保

検事業予算 337，381 f円

V昭和47年度大野市特別会計簡易水道事

業予算 5，173下円

V昭和47年度大野市特別会計食肉処理場

事業予算 1，482千円

V昭和47年度大野市特別会計北部土地区

画整理事業予算 112，101 T-円

V議会議員の報酬および費用弁償に測す

る条例の一部を改正する条例

rli会議員の報酬を議長52干一円を60千円

弱1]議長45下円を55千円、議員41千円

を50千円に改訂した。

V大野市長等の給与に関する条例の一部

を改正する条例。

市長の給与 158下円を 180下円、助役

124千円を 145千円、収入役 110千円

を 130下円に改訂した。

V教育長の給与支給に関する条例の一部

を改正する条例

教育長の給与 104千円を 120千円じ改

訂ーした。

V大野市税賦課徴収条例の一部を改正す

る条例

市民税の税負担軽減のため、側人市民

税の税率引き下げ及び軽自動車税の税

率区分の一部を改正した。
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第 129固定例市議会において設置されました、決算審査特別委員会は、 1

月24日より 2月21日までの間にわたって、付託を受けま した議案第87号、昭

和45年度大野市歳入・歳出決算認定の件を審禿した結果、一郎事年告を発し意

見、要望を付して認定することに決しましたので報告をいたし ます。

財政再建も後半に入り、経常的経費は 今後じゅう ぶん留意するよう要請L、た

財政再建計画当初J102%であうたものが しました。次に地質調査においては、

45年度においては60.8%と低くなってお 設計もれカ、あったとして、委託料の追

り、その半面財政力指数は43%と低下を 111Jが要ボされ、その際通切なる坪由な

きたしておりますが、理事者の自IJ意工夫 しにiIiと業者が折半して補填されてい

により、経費の節減に努め、投資的事業 ることなどは誠に不明朗な処置と言7

に財源を振り向け、合理的に予算の執行

を行い、財政再建も順調に進んでいるこ

とに対し敬意を表します。

べきであります。ま た設計に計上さ れ

た内容とは違 った運搬車を使用し たた

めに道路を政J員し 、改修伐として多額
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の予算の更正を行なう結果となったこ

とは遺憾に思います。設計というも の

は工事の全体を含むと考え られますの

で、事前によく調査検討の上、 7j全を

期すべきであり、いずれも不適当なも

のであるので今後のため瞥告をいたし

ましだ。

4.補助金の関係について.特に農林部

門において一貫性に乏しく効果がじ ゅ

うぶん現われていない事業も あるので

内容を検討L、適切な助成を期せられ

るよ う要望しました。

以上です。理事者は予算の執行にあた

り常に忠実適正を期し、 ，Ii民の福主It増進

に努められるよう 要請しました。

(注)要点のみ掲載

歳入面におきましては、一般財源、特

定財源と.もほぼ予算額どおり確保されて

おり、中でも市税は順調な伸びをみせ、

未収額も少なくなっていることは峨買の

努力のあとがうかがわれ、その労を高〈

評価するものであ けます。なお一層新た

な財源の確保について積極的に検討を加

えられるよう要望いたしました。
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歳出面におきましては、ほぽ予算どお

リ執行されているものの、なお不適当と

認められた点が見られたことは遺憾に思

うのであ ります。この点争申しますと、

1 .予算に計上されている費目の内容と

全く違った費目の物品を購入し、使用

されていることであります。これは予

算措置の適正を欠くものであり、しゆる

なる理由があるにせよ非合法的行為で

あるので、理事者に対しその事情をた

だし、強 〈反省を求めました。しか し

ながら、その内容が最終的には住民の

福祉に反するものでなく、市に損害を

与えたというものではないことから、

今後は厳正なる予算執行を促し、これ

を了といたしました。

2.工事関係では、随意契約とすること

の理由が薄弱なものがありますが、す

べて契約は競争入札が原則であり少な

くとも情を重んずるあまり、法を曲げ

ることのないよう厳に慎しむべきであ

ります。

3.設計委託におきまして、特定の者に

委託しながら、途中で設計の変更を行

なったために委託料の増額を支払って

おります。このようなことは、慣れあ

い行為、不明朗な感をいだかせ、当初

における設計ミスに起因するもので、

昭和47年度の当初予算を審議する 3月定例会の委員会の状況は次のとおりです。

企総務委員会

本会議で付託を受けた議案14件は、理

事者の説明を了とし て原案を可決いたし

ました。ただ、審議の過程において市が

物品を購入する場合、入札行為等が形式

的に終始するきらいが見受けられ、この

ことにより発注が限られた業者に集中す

る原因にもなりますので、入札行為等に

ついては細心の注怠を払い段少の経費で

最大の効果をあげるよ う要請いた しまし

た。また、 今回の予算でも 多くの白動車

を購入し、 itiの自動車保有台数は30台を

越え、これに伴い事故も増加することが

予想されますので自動車を逆転する職員

には事故に対し て細心の注Itをするよう

指子J;し、自動車の管理{本市IJを確立し今後

に憂いを残さないよう要請いたしま した。

次に請願 2号、陳情14号については、請

願、|凍怖の主旨を了と して採択しまし た。

企教育民生委員会

付託を受けま した議'末12i'H土、原案ど

おり可決いたしました。次に前縦14号、

6号、 7号、 15号、陳情 3号、 5号6

号、 16号の8件(立派択、陳情12号、上黒

谷地区からの通学ノミスについては教育委

員会と地区民との間で交渉を重ね、地区

民の意向を尊重して合意、の上て‘結論を出

すべきものと して継続審査といた しまし

た。この中で陳情3号、学校給食労務委

託については、4月1日から直ちに全面

的に要望にこたえることは、市職員の定

数の関係、 その他財政的措置等において

検討すべき問題がありますが、少なくと

も給与 ・ 災 ~;~j:補償については前向きの姿

勢で大悩に改善し、契約内谷についても

不備不適当な点は改め、円滑な給食業務

の遂行を期せられるよう要請L、たし まし

た。また、最近教育費の父児負t[1.全廃の

声が多 く聞かれることから、 学校プール

建設にあたっては父兄負担を全廃するよ

う強〈要望いたしました。

A産業経済委員会

議案 5f牛は理事者の説明を了と して原

案どおり決しました。次に請願 1号、陳

情 2号、 7号、9号は採択、 請願9号、

練情 l号、 15号の 31牛は継続審査といた

しました。審議のなかで、過疎対策、余

剰l労働力吸収のため、農業様造改善事業

内において工場誘致のための敷地を先行

取得し、また、岡場繋{商事業において、

損IJ量委託な どの準備費用が多くなるの

て¥その事務質に対して県費、市費の助

成を検討されるよう要請し、た しましたo

a建設委員会

付託を受けま した議案 5併は原案どお

り決しまし た。次に請願 8号、 11号、 12

号、 13号の4件は市道の拡幅、改良、舗

装に関するもので採択請願14号の 1、組合

施行によ る土地区画整理事業に対して助

成願いたいと の件は採択いたしました。

前回より 継続審公になってお りました請

願48号市道の変史願L、の件は採択し、たし

ました。次に陳情 8号、10号、 12号、

前回継続審査といたしまし た33号、27号

は、いずれも市道の舗装 ・拡幅隠れ、です

から採択いたしました。
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ーお表質問
3月14日、 15日の|山!日にわた り代表、一般質問が行なわれ、施政方針減税の内谷を中心(二、税外負如、上水道

の建設 ・公害についてなど多JRはにわたり.fJ，事者の説明を求めました。おもな内谷は次のとお りです

-福井臨海エ業と大野市の聞f創立

問、農村工業;4入促進法にぶつき 、本年

度予算で多少の予算仙沼はし てあるカ、

品川-臨海工業地借に進出する企業のIVo]j生

産業の工場誘欽をする考え Jif)、るのか。

答、 -rM :井臨海工業地，~背がr，PJ;没されて、 l声1

越のifjムがとのような彩響、士)j米を受ける

かと七通うことについては、いまだり日はそ

のljifi策を発表しておりません。いやしく

も県税を使い、臨海工業地手作をIlfJ設する

ものである以上、少なくとも全県的な悦

'I'f'にたって伶世づけられなければならな

いと私どもは考えております。こうした

ことから、 l早 lこ対して臨i毎 l~業I也':じ から 、

勝山市、大野市へ通ずる産業道路を建設

し、この道路を通じて関連産業カ、奥越の

都市へ進出し、また臨海工業地'市:へもi迫

つことのできるべ y ドタウン的施策を講

じるよう要請してあります。これについ

て県は、県道のハイパス的な要素で勝山

・市までは建設計画をしている。この道路

ザは北陸自動車道路の松岡イ ンターチェン

ジへ直結する方法で検討し、昭和48年度

にも一部着工 したいとのことであリます。

これでは当市としても不都合であるから、

今後、勝山市までの計画を大型]'まで延は

すまう要請していきたいと考えています。

-総合中学校による通学の処置は

問、 中学校の統合によ 1)、生徒の通学距

離が延びたことはやむを得ないものと Jf

える。しかしなヵ、ら、4kmから 51、mを通

学する生徒にとっては、不便であるとJ7・

えるが、スクールハスの遂行は考えられ

ないのか。

答、 文部省が決めている通学範囲は、中

学生 6km、小学生 4kmです。しかし、統

合とし寸事実の前に今までよリは、 学校

の場所が変わるという父兄の感傷的な感

覚というものは、なかなかぬくぜい去れる

ものではありません。この措置として、

いろいろな問題を総合的に研究して、何

らかの処置を したいのでしばらくの問研

究させていただきたLυ

・上水道建設による水不足の解消を

問、水不足が深刻をきわめている折から

上水道建設ヵ、クローズアップされており

ます二先般発表された広域行政計画のな

かでも、昭和50年度よリ 4ヵ年計ii)jjで、

総在(!l8{志川をかけて事業を実地すると い

うことだが、いま少しスピードア yフ。す

る必要があると巧える。また 、この上水

道建設の7/(i仰をどこに求めているのか。

答、現f':のと ころ、あくまでも私一工の日

燃は昭和50年です。ただ、 このftについ

ては、diがいかに計刷、立系しでも、 th

l立の恩師午、|お1)がなけhl工夫}i(jjできるも

のではありません。スピー ドア yブしろ

とい -jdil(の要望があるとするならば、

こ の~，fl::1 を ' t'-め て 1 Uも'/<住悩宇べき

です。しかし、この水不足は，Ii全体から

みれば局 ì}l~的です。 このようなこ とから

山氏全体の協力が得られるか~I " 市に必 1志

しています。水源については土凡イJ:巧えて

いることは、 i奇j竜1111己di21からf也卜7)(で耳4

水してい くとい 7機15!です。

-労務委託契約を解除せよ

問、教育委員会において契約している学

校給食の労務委託契約なるものは、私は

法的に成立しないものと解釈しておりま

す。この契約内容は、あくまで雇用を目

的とした契約内容であると考えるし、ま

た契約内容そのものについても、多 くの

問題カ、あると考えます。この:委託契約を

Jilj 刻角初主し、 j].~'}~' なhI\肘 |主H系に '(L -i-'<::1:，よ、

がある のかの

答、 二指摘の点は充分検，;tいたしまして

改名:すべきところは改自主し てまいりたい

と考えております。

・税外負担を廃止せよ

問、 今回の予算の中に、日古児童館の敷

地料に見合う分として、児童館通営寄付

金52下円が計上しである。 rliが径三;tした

児童館の敷地料に見合う寄付金を、 f也7e

が市に納入する ことはあくま でも税外負

担の強要ではないのか。この寄付金を廃

止する意志があるのか伺いたい。

答、この児童館は、地花か ら建設してほ

しいとい う陳情があ リJ建設したものであ

リます。この時点において児童館の土地

の提供については、地元で一切引き受け

るということであったわけです。この52

T円は土地の敷地料ということではなく 、

土地代にふさわしい地元協力費として寄

付金をいただいているわけです。 この寄

、、、、、、、、、、、、、、、、、、さ

と股…臆
付金を現在の考え方として廃止する気持

はありまぜん。

問、廃11ーするれ持がないと言う のな句は

これからの児童館逮設は、地JCの寄付金

がなければ慾設できないということなの

か。

答、 寄付カ、なければ連設しないという こ

とはあリません。ただ、児家館を怨設し

たとしても、十1--会教育の場として広〈利

用されるという ことです。こう いうこと

も巧えて、 I也7じとして日古児童館を建設

してほしいという願望があった。 このよ

うなことから、 I也7eから寄付の申し入れ

があったわけです。これまでの経過も踏

まえてご了解願いたい。

・コンデンサの廃水は

問、 3月11日、滋tt県草津市にある日本

コンテンサ草ilt工場から出る!発水の中に

30000P P MものPCB(ポリI孟fヒヒフ

エニール)ヵ、発見されたという 。

このことから 、日本コ ンテンサ大野

r.場の脱水の中には、このようなことが

ないのか。

答、 2月上旬、PCBについて日本コン

デンサ大野工場に照会したところ、絶対

に彼古がないとの解答を得ております。

さらに草津工場の例がありますので、草

津工場とは製造過程が違うとはし、え、今

後実I也に廃水の調査をしていきたいと思

います。

・舗装の負担金を廃止しないのか

問、市長は、財政再建カ、解除された適当

な時期に舗装の地元負担金を廃止したい

気持があると聞いているが、この適当な

時期とはいつのことをいうのか。

答、 このことは、昭和48年度で町部と村

部連担地区の舗装がほぼ完了するという

見通しの 上にたって、この後の舗装の地

元負担金が問題になります。私の考えで

は、舗装の負担金についてなるべく早い

機会に全廃を したいと考えています。し

かし今までの経過がありますし、財政的

な関係もあ ります。このようなことから、

どのような方法でやるかということを、

議会のみなさんとご相談の上、早い機会

に全廃するような方向で努力をしてまい

りたいと考えています。



第 9 号 (4) 市 議会報大野

採択した請願・陳情の結果、経過報告
第 129回12月定例会において採択した請願 ・陳情の処理結来、経過は次のとおりです。

請願13号 増設事業の助成について 道路改良 (拡幅)後実施予定

提出者大野市精米協同組合 請願38号 事務所移転の助成について

理事長茶徳弥之助 提出者大野商工会議所

前回にて助成済み

請願29号 市道の舗装について

提出者阿難祖領家区長土屋栄

昭和47年度lニて実施予定

請願30号 市道のと舗装についで

提出者南六呂師区長 田原哲也

昭和47年度にて実施予定

請願31号 市道拡幅と舗装について

提出者南六品附区長田原哲也

昭和47年度にて実施予定

請願36号 市道の舗装について

提出者清滝神社代表役員 十時行雄

昭和47年度にて実施予定

請願24号 施設整備費及び

運営費について

提出者 大野織物工業協同組合

理事長斉藤政雄

昭和46年度3月補正で予算措置済

請願37号 市道の舗装について

提出者橋爪区長幾 山 利 夫 外 7名

会頭松凹確太郎

昭和46年度 3月補正て。予算措置済

請願39号 市道の舗装について

提出者春日児童館運営委員長

渡辺日月外42名

昭和47年度にて実施予定

請願41号 林道開設の寄付分tll金の軽減

について

提出者 上黒谷区長外23名

昭和46年度において軽減をはかった。

請願42号 市道の舗装について

提出者庄林区長竹根主計外12名

昭和47年度にて実施予定

請願45号 市道の舗装、 jftlJi蒋の補修

提出者春日 3丁目区長外21名

昭和47年度にて実施予定

請願46号 菊花展の助成について

提出者 ，大野菊友会代表 広川静

文化団体協議会の補助金の中で助成する

よう目下検討中
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;!議:獲こ;;;笈:獲
3月定例市議会へ、市民の方々から提

出された請願・陳情の結果は次のとおり

です。

一採択されたもの一

・請願 1号 林道の補助金増額について

伏石区長 野中次郎兵衛外 5名

・請願 2号 維持管理.運営費の補助金

について

新栄町和歌芳成外14名

・請願 4号 公民館の施設遂営について

上庄公民館運営審議委員長

・請願 B号 教育の条件整備について

大野市教職員組合執行委員長

・請願 7号 宿日直勤務会廃について

大聖子市教職員組合執行委員長

・請願 8号 市道の改良.拡幅舗装願い

について

蓑道区長 藤堂泰i銭外 7名

・請願11号 市道の新設について

伏石区長 野中次郎兵衛外 5名

・請願12号 市道の改良.舗装願い

-請願14号の 1駅東第 2土地区画整理

事業への助成について

斉藤二郎外 3名

・請願15号 カラスの被害について

新在家代表梅崎俊雄

・陳情 2号 酒米試験地について

大野市農業協同組合長外 2名

・陳情 3号 給食労務委託について

学校給食労務委託者

・陳情 5号 ボーイスカウトの助成

ボーイスカウト第 1団委員長

・陳情 6号 児童館の建設について

中荒井地区代表 鈴木庄吉

・陳情 7号 中道 (束中ー森山 )の舗装

束中区長新谷然外 9区長

・陳情 8号 市道の舗装について

堂，(1区 長福田甚光外 5名

・陳情 9号 オウレン栽培の助成

御堂河内四市外 1名

・陳情10号 市道の舗装について

下日佐野区長 細川 勉外 5名

・陳情12号 市道の舗装について

御領地区伊藤省三外 9名

・陳情14号 集団移住について

上打j皮 幅 口 登 外 5名

日召手口47 5. 1 

請願50号 心臓病児の救援について

提出者心臓病児を守る会

代表品野紘一郎

昭和47年度予算に計上の予定

陳情22号 回の丸川改良について

提出者中野区長松島j青

昭和47年度にて一部着工の予定

陳情29号 市道の舗装について

提出者南新在家区長

宮崎文次郎外61名

昭和47年度にて実施予定

陳情30号 市道の舗装について

提出者富島区長棟朝永久外 l区長

昭和47年度にて実施予定

陳情31号 都市計画街路の舗装について

提 出 者 春 日 2丁目区長外 102名

昭和48年度より施行を計画している。

陳情32号 猪島用水について

提出者循島用水代表者 川瀬真一

昭和47年度にて実施予定

陳情34号 市道の拡幅について

提出者花房区長桑畑清外 7名

昭和47年度にて実施予定

陳情36号 陽明中の建設について

提出者有西小PTA会長外 4会長

要望にそって検討中

阿難祖地頭方 区長外34名

・陳情27号 市道の拡幅について

i青滝区長飯山巧外8名

・陳情33号 市道の舗装について

横枕区長竹内善忠、外 6名

委員会委員の選任
3月10日の本会議において、委員会委

員の選任が行なわれ、下記のとおり決定

いたしました。(正副委員長のみ掲載)

O委員長 0副委員長

総務常任委員会

。斉藤秀雄 0 林 保信

産業経済常任委員会

。米村 喜六 。笹島真一

建設常任委員会

。奥村忠光 0 角本 -τ"丁~ 

教育民生常任委員会

。 推井 j青男 。茨山 義三

議会運営特別委員会

。林 達也 0 北山作右ェ 門

財政対策特別委員会

。 山本 武 0 平間源治

真名川ダム特別委員会

。杉川 栄 0 羽生 長右近次郎区長 清水太郎右ェ門

・請願13号 市道の舗装について -・前回継続分 公害対策特別委員会

美川町 1区石山登外34名 ・請願48号 市道の変更と認定について O 杉本夏男 0 高 津 靖生


